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紀元前３世紀頃の倭国の交易
一宮市 畑田寿一

筆者は平成30年７月の「東海の古代215号」で「古代倭国の外交」と題する論考を寄稿

しているが、この時点では倭国の外交の始まりは紀元前１世紀とした。この理由はこれ以

上遡ると交易の仕方が逆に近代化され、貨幣を使った交易が行われたと思われる事象が発

生し説明が付かなくなる点にあった。極め付きは下関市の「稗田地蔵堂遺跡」から出土し

た「蓋弓帽」で、馬車の天蓋に布を張る道具とされている。これが本当であれば竪穴式住

居の付近を天蓋を付けた金色の馬車が駆け抜けていたことになり、想定のどこかに誤りが

在るのでは無いかと考えたからである。

一方、同じ時期に大平裕氏は「卑弥呼以前の倭国500年」（ＰＨＰ新書、平成30年６月）

を著わし、中国の燕との交易の可能性を示した。今回はこの資料を参考に山口県の下関市

を中心とした紀元前３世紀の倭国の交易を見直してみたい。

＜ 蓋弓帽の図 ＞
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１ 中国の燕国と朝鮮半島の情勢

燕は紀元前11世紀から紀元前222年に秦に滅ぼされるまで中国東部に存在した国で、最

盛期（前285年）には朝鮮半島北部、山東半島を占有していた。「山海経」には「蓋国在鉅

燕南倭北。倭属燕」と記されており、倭国も属国とされていたとするが真偽の程は不明で

ある。

今回テーマとしている紀元前３世紀中頃には朝鮮半島の中央部は燕に属国化されてお

り、南部においても影響力を行使していたと考えられる。

この結果、山東半島や朝鮮半島から大量の難民や亡命者が日本列島に押し寄せていたこ

とは容易に想像がつく。

２ 貨幣を使った交易の痕跡

刀銭は古代中国の春秋・戦国時代の斉、燕、越で使われた刀の形をした銅銭で我が国で

は以下の箇所から出土している。我が国で出土する刀銭は形から燕の最後（BC３世紀）頃

と推定されており、当時我が国は中国や朝鮮半島と貨幣を使った交易を行っていた。

明刀銭の出土地 点数 場所、同時出土品

那覇市 城岳貝塚 １ 石鏃、石製玉、土器（九州系縄文晩期）

沖縄県 具志頭城北東画崖下 １ 土器（縄文後・晩期）

佐賀県唐津市 １ （場所不明）

広島県三原市西野町 １ 小西遺跡出土？、弥生土器（中期）

兵庫県久美浜町 函石浜遺跡 ２ 弥生土器、銅鏃、土師器

朝鮮半島南西部（全羅南道） ２ 努安郡、康津郡（伝）、各種青銅器

朝鮮半島中央部 １４ 平安北道、南道など燕の植民地、同上

山口県宇部市では「沖ノ山遺跡」から前漢時代（BC２～AD８世紀）の五銖銭（97枚）や

半両銭（９枚）が出土しており、入れられていた甕が弥生中期の朝鮮半島製であることか

ら紀元前２世紀まで遡る可能性がある。

３ 多紐細文鏡の存在

多紐細文鏡は中国から三角縁神獣鏡などが到来する前の時代（弥生中期前半）に日本列

島に伝わったとされる鏡で、紐を取り付けける穴が複数ある凹面鏡である。

原産地は朝鮮半島や遼寧省、沿海州とされおり、最初に北九州に伝わりその後、下関（梶

栗浜遺跡）、大阪、奈良、最後には長野県佐久まで伝わった。作られるのは紀元前１世紀

頃までとされており、現存する鏡は11面程度であるが、この時代の文化の伝わり方を示す

一例とされている。

４ 紀元前３世紀の下関市の遺跡

下関市には弥生中期（BC３世紀）の遺跡が多数発掘されている。北部の「土井ヶ浜遺跡」

からは多数の弥生人の人骨が発見され骨格の類似から山東省の遺跡と関連があることが有

力視されるようになった。

中部の響灘沿岸の「中ノ浜遺跡」には数種類の棺が発掘され、出身が異なる渡来人がや

って来たことを覗わせる。南部にある「綾羅木郷遺跡」はこれらの遺跡の中核をなすもの

と考えられているが、1969年（昭44年）に名古屋市熱田区の採砂業者がブルドーザーで遺

跡を破壊する暴挙にでたため遺跡の半分は失われ、環濠跡や貯蔵穴、土器の破片、鉄器が

出土するに留まっている。しかし、綾羅木郷遺跡の東500ｍの「上ノ山地区」では掘立柱
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建物12棟を始め柱穴が多数発見されているが竪穴式住居は発見されていない。また、王墓

と考えられる遺跡が前述の「稗田地蔵堂遺跡」と北部の「王屋敷遺跡」にあり、王屋敷遺

跡からは北九州の三雲南小路遺跡と同じ有柄銅剣を出土している。

以上の状況から他の地区とは違った文化が存在していたと思われるが、現地のシンポジ

ュウムの議事録をみても十分解明できている訳ではない。（出典：「綾羅木郷遺跡とその時

代（下関市立考古博物館平成２７）」文責筆者）

＜ 下関遺跡図 ＞

綾羅木郷遺跡の出土品の内、特徴があるものを以下に述べる。

① 鋳造鉄片

出土品には斧、鋳造鉄片、槍鉋がある。槍鉋は国内で作成した可能性があり、その材料

として鋳造鉄片を使ったと考えられる。鋳造鉄片を加工するには1400℃以上の高温が必要

であり、更に表面を鋼にする浸炭技術が必要であるが、当時その技術を持っていた可能性

は高い。

② 朝鮮系無紋土器

朝鮮系無紋土器は朝鮮半島からの渡来を強く印象付ける証拠とされているが、全ての出

土品が朝鮮半島の遺跡出品と関連付けるが出来ない。このため、朝鮮半島以外のルートを

考える研究者もあり、今後の研究を待つ必要がある。

③ 陶塤

土笛陶器で作られた卵状の笛で「陶塤」と名付けられている。
と う け ん

古代中国・朝鮮半島で祭祀用の楽器として使われており、同様の品は日本海沿岸にも出土

することから当時の交易ルートを示す事例とされている。下関は東方への文化の発信地で

あった。

④ ソーダ灰ガラス

綾羅木郷遺跡からは出土していないが、周辺の10の遺跡からは出土している。ソーダ灰

ガラスの原料は珪砂で綾羅木郷遺跡には大量に在った。温度も1000℃程度あれば製造可能

であり、通説では輸入品と考えられているが、既に国産化され主要産業であった可能性は

高い。
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５ 我が国の他の地方での状況との相違

遺跡によって異なるが、凡そ当時の文化の状況は次のようであったとされている。

時期 石 器 住 居 その他の建物 鉄器・青銅器

BC ５年 磨製石器 竪穴式（松菊里型） 掘立柱建物（倉庫） 初見

BC ３年 同上 同上 貯蔵穴による保存 祭祀用に銅器が普及

BC １年 同上 祭祀用も含め増大 銅鐸が作られる

AD１年 石器使用が減る 方 形 の 建 物 が 混 じ 大型建物が作られる 鉄器使用（九州）

る 銅鐸が大型化

当時は未だ石器を中心に使用していた。建物も竪穴式が中心で倉庫など特殊な建物とし

て掘立柱の建物が建てられていたと考えられる。

一方、上ノ山地区の建物は掘立柱式で、吉永遺跡でも同様の傾向にある。鉄器について

は他の地区では鉄器の改造に留まっているのに対して、当地では鋳造鉄片からの製造を覗

わせている。

６ まとめ

以上、下関市を中心とした紀元前３世紀頃の遺跡を眺めてきた。整理すると次のとおり

である。

① この地が東日本への文化の発信地であった可能性は高い。

② 文化のレベルは当時の中国、朝鮮半島のレベルに達しており、例えば尾張の朝日遺跡

と比べると格段の差が感じられる。

③ 朝鮮半島ばかりでなく、中国とも直接交易を行っていたと思われる。

④ 刀銭や多紐細文鏡は移動可能なものであり、出土地の文化と直接結びつかない恐れが

あるが、下関市と同様な箇所が国内に複数あった可能性が高い。

上記の事柄を説明できる説は現在存在しないが、大胆な試論を述べると以下のようにな

るのではないか。

「秦の始皇帝の時代、徐福は不老不死の薬を求めて子供を含めた一行で日本にやって来

たとする伝説があり、日本の各地に候補地が存在する。紀元前３世紀の頃、同様な状況で

中国東部や朝鮮半島北部から日本に亡命してきた一族があった。

一族は当時の中国と同じ文化レベルを持っており、日本各地の他の地域と隔絶した生活

を送っていた。明刀銭を使った交易、多紐細文鏡を使った祭祀などを行っていた。彼らは

銅器を日常に使用し、場合によっては鉄器も使っていた可能性がある。住居についても竪

穴式でなく当時の中国と同じ戸建の住居に住み、他の部族に比べて快適な生活を送ってい

た。」

そのように考えないと他の地域との文化レベルの格差が説明できない。

しかし、繁栄も長くは続かなかった。

全ての道具を原料から作成できるほどの技術者が揃っていなかったことと、外貨を稼げ

る程の産物に乏しかったためであろう。やがて高い文化は廃れ、他の地域と同化していっ

たと考えられる。
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七支刀と「こうやの宮」のご神体の再考察
名古屋市 石田泉城

１ 七支刀の受け渡し場所

福岡県みやま市瀬高町太神（旧山門郡瀬高町太神）の「こうやの宮」にある５神体のう
お お が

ち一体は、石上神宮の七支刀と同じ形状の刀を手に持っています。西に有明海を望む福岡
いそのかみじんぐう し ち し と う

県の太神に位置する「こうやの宮」に、七支刀をもつ像がご神体として祀られてきたのは、
お お が

ここで七支刀の受け渡しがあったからであると考えます。

この「こうやの宮」は、高良神社所蔵の「天慶神名帳」に礒上物部神の神社とあり、す
いそのかみもののべのかみ

なわち磯上物部神社であり、奈良県天理市の石上神宮につながるところです。
いそのかみもののべ いそのかみじんぐう

２ 七支刀を受け取った人物

古くは「こうやの宮」のご神体のうち鏡を持った像が中央にあったとされますが、本来

は７体であって２体が逸失したとされます。したがって、並び順に惑わされず、像の大き

さや座像・立像の状況から判断すれば、上の写真中央のご神体が中心であり七支刀を受け

取った人物であると思います。

５体の像のうちで、ひときわ大きく作られ、唯一の座像であって客人を迎える人物です。

宮中にいる天皇が着用されるものと同じ冠を被り、さらに古くは皇室専用の家紋とされた

「五七桐」の神紋が付いた衣を着て天皇が持つのと同じ上円の笏を持っています。桐は中
しやく

国で「鳳凰がとまる神聖な木」とされており、この座像のご神体は、天皇に相当する人物

です。

この七支刀を受け取った人物は、間違いなく物部氏です。物部氏が祭祀する石上神宮か

ら七支刀の実物が発見されており、その関連性は物部氏であることを裏付けています。

したがって、この人物は物部氏につながる天皇に相当する人物であると考えます。

「高良玉垂宮神秘書同紙背」(高良大社、1972年)では、祭神の高良玉垂宮命を大政大臣
マ マ

物部保連（やすつら）と号しますので、これに従えば、“高良玉垂命＝物部保連”であり

「こうやの宮」の座像は物部保連です。

なお、この高良玉垂宮神秘書においては、住吉大神の神紋が「五七桐」で、高良玉垂命

の神紋は「木瓜」とされますが、住吉大神の神紋を「五七桐」とするのはおかしいです。

大阪市の住吉大神の神紋は「花菱」（門光）であって「木瓜」には「花菱」が組み込まれ

ていますから、高良玉垂宮の住吉大神の神紋は「五七桐」よりむしろ「木瓜」のほうが近
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いのです。

武内宿禰の子と応神天皇の子の名が交換されたように、住吉大神の子に模した応神天皇

のために高良玉垂命と住吉大神の神紋の入れ替えがなされたと思われます。

３ 七支刀を贈った人物

この七支刀を贈った人物は、七支刀を持つ神像の服装から百済の軍服を着た高官である

と思われます。後述するようにこの受け渡し時期が５世紀半ばとすれば、その人物は、当

時はまだ世子であった末多王です。末多王は後の第24代百済王の東城王（在位:479年～50
マ タ ト ウ ゼ イ

1年）です。

書紀によれば雄略天皇は、倭に人質となっていた末多王が幼年であるものの聡明なので

百済王にするため、雄略二十三年（479年）に武器を与え筑紫國の軍士五百人を遣わして

百済に送らせたとあります。同年には筑紫の軍船で高句麗を攻めています。筑紫の軍士や

軍艦のみが派遣されており、書紀に「天王」と記されて雄略天皇になぞらえた人物は筑紫
、

の天王であったことを示唆します。
、

４ 五体の人形が表す状況

この５体の神像は、もとは７体があったとのことで、もう少し賑やかです。

高良玉垂命と考えられる神像を除く４体の内訳は、軍服を着た韓人、近畿王朝の倭人、

支那人、南方からの使者と思われ、これ以外にもたぶん他の使者がいたとすると大掛かり

な式典であった可能性が大きいです。

ここから推測されるのは、天皇が即位後に初めて行う大嘗祭に相当する儀式に参集して
だいじようさい

いる状況をあらわしているのではないかと思います。
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５ 七支刀の銘文の内容

七支刀に刻まれた銘文については、欠字や不明な文字もありますが、私は、精査した結

果、次のように理解するのが妥当と考えます。

〔表〕

泰始四年五月十六日丙午正陽造百練鋼七支刀生辟百兵冝供供侯王■■■■作

泰始四年五月十六日丙午の暑い正午に、何度も鋼を鍛練してこの七支刀を造る。出で
へ い ご い

て百兵を辟ける。誠に侯王にそなえ、ささぐのによろしい。■■■■作る。
しりぞ

〔裏〕

先世以来未有此刀百濟王世子奇生聖普故為倭王旨造傳示後世

先世以来、未だこのような刀は有らず。百済王の世子は奇しくも生まれながらの聖
く ひじり

として普く知れわたる。故に倭王の為に旨く造り、後世に伝え示さん。
あまね

要するにこの七支刀はたいへんに力を宿しており倭王に捧げるのに相応しいと述べてい

るのでしょう。泰始は宋の年号であり、泰始四年（468年）に七支刀を作り、生まれなが

らの聖として広く知れ渡っていた百済王の世子である末多王が、倭王である高良玉垂命の
マ タ

即位の礼の後に初めて行う新嘗祭、つまり大嘗祭に相当する行事において贈ったものと考
だいじようさい

えます。

なお、泰始四年以前に起きた百済と高句麗の455年の戦いでは、倭が百済を支援しなか

ったことから、貢物である七支刀は、百済への支援の願いも込められていたのかもしれま

せん。倭は475年の百済と高句麗の戦いにおいても支援しなかったものの末多王の即位に

おいては前述の書紀の記述のとおり百済を支援しています。

６ 日向神社のご祭神

福岡県八女市黒木町に所在する日向神社の神像は、次の写真のとおり「こうやの宮」の

高良玉垂命の神像によく似ています。八女市は、「こうやの宮」のあるみやま市の東に接

しており比較的近い位置にあり関連性があるように思われます。社歴には、ご祭神が天照

皇大神、瓊瓊杵尊、木花開耶媛命であり、宮崎の高千穂の日向の国から飛来したとされま

すが、創建時には宮崎に日向はありませんので、これは糸島の日向です。ニニギ等を祀る

ことから糸島の日向との関連性が強いとすると、これは一体何を意味するのでしょうか。
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前回の例会の内容

■たらし（足、帯）と九州王朝
一宮市 竹嶌正雄

「たらし」を名に持つ天皇、皇后等の皇
族の居住地は、葛城川流域と琵琶湖・淀川
流域に２区分でき、その出自は葛城・尾張
氏と息長氏の二つのグループに分けられる。

■倭の五王の武の時代
一宮市 畑田寿一

九州王朝の存在を前提にすると、海人族
として栄えた「肥君」も無視できないが、
倭王武は、その活躍時期が重なる磐井君本
人の可能性が高いと考えられる。

■『箕面寺秘密縁起』における古代逸年号
瀬戸市 林 伸禧

『箕面寺秘密縁起』の古代逸年号におい
ては、白雉年号の重複以外にも校訂すべき
事項があることを報告した。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

■ 投稿締切り日 ２月26日(火)厳守
■ 投稿先（編集担当：石田）
furutashigaku_tokai@yahoo.co.jp

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

例会の予定

■ 例会の予定

１ 日 時 ２月10日(日) 13:30～17:00

２ 場 所 名古屋市市政資料館 第１集会室
名古屋市東区白壁1-3、TEL052-953-0051

３ 参加料 500円 （会員は不要）
４ 交通機関
(1) 地下鉄名城線「市役所」、東徒歩８分
(2) 名鉄瀬戸線「東大手」、南徒歩５分
(3) 市バス「市政資料館南」、北徒歩５分
(4) 市バス「清水口」、南西徒歩８分
(5) 市バス「市役所」、東徒歩８分
５ 駐車場 市政資料館：12台＋α収容(無料)

■ 来月の例会 ３月10日(日)13:30～

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

古田武彦先生とその学問に興味のある方ならど

なたの参加も歓迎します。また参加に際し事前

連絡不要、遅刻・早退もかまいません。例会で

発表する場合には資料を２５部用意ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊


